
分級機内蔵型 乾式ビーズミル
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開発経緯

分散ゾーンで凝集体を分散

粗粒カット

強力粉砕構造

型式：SGD12.5

当社ではこれまで、2008年に乾式ビーズミル『ドライスター』、2010年にオリジナル分級機『セパアル
ファ』を発売してきており、納入実績を上げてきました。また、ドライスターとセパアルファを組み合わせた
閉回路粉砕システム『SDA-Lシステム』を提案し、粗粒カットなどのご要望に応えてきました。
分級機内蔵型 乾式ビーズミル シグマドライはそれら技術を複合化させた、シンプルでコンパクトな装置
として開発され、これまでよりもさらに効率的に乾式粉砕を行うことが可能となりました。1台の機械で
理想的な自由粉砕※を実現します。

凝集した粒子をほぐし、効率よく微粉を回収

高精度の分級機を採用。
軸シールの微調整不要で、取り扱い・メンテナンス容易。
カットポイントdMAX=7～10μm程度

ビーズの動きを強力にする特殊ピンの
採用により強力粉砕を実現。
空気の流れを考慮した粉砕室

※自由粉砕…微粉を除去して十分に力の伝達が可能な状態で粉砕する操作のこと。粉砕の過程では微粉が
増加し、その微粉自体が緩衝剤となり粉砕速度や粉砕のエネルギーを低下させることがある。

見えないことで、未来を拓く
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SGD 12.5 SGD 25 SGD 50 SGD 125

※数値は代表的な例で、仕様は予告なしに変更することがあります。

セラミックス、金属（SGD125は金属のみ）
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ユニット図

による粉砕データ

❶ 原料は、定量フィーダにより
　シグマドライに供給
❷ 分級ゾーンで遠心ロータにより
　微粉と粗粉に分級
❸ 微粉はシグマドライより排出
　され、サイクロン及びバグフィ
　ルタで回収
❹ 粗粉は粉砕ゾーンへ送られ、
　ビーズにより粉砕
❺ 粉砕された粉体は、分散ゾーン
　の空気流によりほぐされ、分級
　ゾーンに送られる
❶と❷～❺が繰り返され連続的に
処理

頻
度
〔％〕

原料原料

③
④

②
①

10

8

6

4

2

0

粒子径〔μm〕
0.1 1 10 100 1000 10000

＜SGD12.5の分級機回転数とブロア空気量の調整による粒度分布の違い＞

電池材料（正極材、負極材）、電子部品材料、フェライト、各種ガラス、各種セラミックス（アルミナ、窒化ケイ素など）、
カーボン、セメント、鉄鋼スラグ、フライアッシュ、研磨剤、シリカ、無機物全般、食品　など

原料

運転条件 粒子径（μm）
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④

分級機回転数
（rpm）

風量
（m3/min） d50 dMAX

対象物：ケイ砂

型   式

（型式：SGD）フロー
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